
 

制制度度やや年年齢齢のの垣垣根根をを超超ええたたネネッットトワワーーククにによよるる、、ひひききここももりり支支援援のの実実現現  
～～支支援援ネネッットトワワーーククのの課課題題整整理理ののププロロセセススかからら連連携携ツツーールル開開発発ままででのの  
モモデデルル的的取取組組～～  

北多摩南部保健医療圏 

実 施 年 度  開始  令和６年度   終了 令和７年度 

背 景 

ひきこもりに係る各種制度や支援機関の活動分野は、教育や青少年対策、生活福祉（自

立支援）、障害福祉等多岐に渡りその支援も混在している。保健所が支援しているひきこ

もり事例は複合的な課題を抱え、医療や各種制度の狭間に落ちやすい。自立や社会生活の

実現を目指した目標設定も個別性がある等、ひきこもりの様態が多様であるため、対象者

に合った支援機関に繋がることが難しい。また、多分野にまたがる支援機関それぞれの機

能や役割の情報は把握しにくいため、支援対象者の状況に合う適切な連携先へつなぐため

の地域資源情報の整理が求められている。ひきこもり者が個別性に合わせた支援を受け、

地域でその人らしい生活ができるようになるためには、官民の枠を超えた支援機関による

取組や課題を共有し、ネットワークの構築の推進が必要である。 

目 標 

・ひきこもり支援機関の相互理解を図る(市を中心とした連携体制づくり)。 

・ひきこもり者が適切な支援機関に繋がり、支援機関間の連携により、オーダーメイド型

のサービスを受けられるようになる（相談支援機関間の連携促進・情報発信）。 

・モデル市の取組を圏域内で共有し、市を中心とした取組によって、各市の実情に合わせ

たネットワークの展開に繋げる。 

事 業 内 容  

モデル２市に対して、地域の実情に合わせたひきこもり支援ネットワークの構築及び推進

を行った。また、モデル市での取組を踏まえ、冊子の作成、圏域でのネットワーク会議を実

施した。 

【令和６年度】 

Ｘ市において、①市と協働で実態調査（アンケート、ヒアリング、事例の抽出および分析）

の実施、②ひきこもり支援コアメンバーとのワーキンググループ（２回）の開催、③市内関

係者とのネットワーク会議（３回）を行った。 

【令和７年度】 

Ｘ市では令和６年度の取組を踏まえたネットワーク会議（１回）を実施した。さらに、新

たにＹ市をモデル市として①ワーキンググループ（５回）の開催、②市の実施する実態調査

（アンケート、ヒアリング、地域課題の分析）への協力、③市主催のネットワーク会議（１

回）への支援を行った。 

また、取組全体をまとめ、ひきこもり支援ネットワーク推進に役立つ冊子の作成を行った。

圏域の各市ひきこもり支援に関する関係者によるネットワーク会議（１回）の開催、各市で

の現状や取組の共有、作成した冊子の周知・意見交換を行った。 

評 価 

モデル市では、ネットワーク構築に取り組むコアメンバーが形成され、支援機関間の相

互理解が深まった。あわせて、基礎自治体におけるネットワーク構築のポイントが整理さ

れ、モデル市での取組から得られた成果が冊子にまとめられた。さらに、圏域ネットワー

ク会議では、モデル市の取組を報告するとともに、官民の枠を超えた多機関による意見交

換を行った。その結果、市ごとにネットワークの形成経緯や参加機関が異なることが明ら

かとなった。また、基礎自治体を越えた連携は、当事者に対する支援の選択肢が拡大する

ことや、支援機関間で他市と連携する意義が共有された。 

今後は、作成した冊子を活用し、圏域のひきこもり支援機関を対象とした講演会を開催

するなど、管内６市の実情に即したネットワークの推進を図る。 

問 合 せ 先 

多摩府中保健所 保健対策課 地域保健担当 

電    話  ０４２－３６２－２３３４ 

ファクシミリ  ０４２－３６０－２１４４ 

E-mail     S1153404@section.metro.tokyo.jp 
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制制度度やや年年齢齢のの垣垣根根をを超超ええたたネネッットトワワーーククにによよるる、、ひひききここももりり支支援援のの実実現現  

～～支支援援ネネッットトワワーーククのの課課題題整整理理ののププロロセセススかからら連連携携ツツーールル開開発発ままででののモモデデルル的的取取組組～～  

  

１１  背背景景  

『ひきこもり』に係る各種制度や支援機関の活動分野は、教育や青少年対策、生活福祉（自立支

援）、障害福祉等多岐に渡りその支援も混在している。保健所が支援しているひきこもり事例は複

合的な課題を抱え、医療や各種制度の狭間に落ちやすく、自立や社会生活の実現を目指した目標設

定も個別性がある等、ひきこもりの様態像が多様であるため、対象者に合った支援機関に繋がるこ

とが難しい。 

また、多分野にわたる各種支援機関の機能や役割は把握されていないため、個別支援対象者に合

った連携先に繋ぐための地域資源情報が求められている。地域では、ひきこもり支援における市全

体の課題等を共有する機会が不足しているという声もあがっており、ひきこもり者が個別性に合わ

せた支援を受け、地域でその人らしい生活ができるようになるために、官民の枠を超えた支援機関

による取組や課題を共有し、ネットワーク構築を推進した。 

  

２２  事事業業のの目目標標  

（１）ひきこもり支援機関の相互理解を図る（市を中心とした連携体制づくり）。 

（２）ひきこもり者が適切な支援機関に繋がり、支援機関間の有機的な連携によってオーダーメイド

型のサービスを受けられるようになる（支援機関間の連携促進・情報発信）。 

（３）モデル市の取組を圏域内で共有し、市主体の取組によって、各市の実情に合わせたネットワー

クの展開に繋げる。 

  

３３  事事業業のの概概要要  

（１）管内２市をモデル市とし、市の実情に応じたネットワークの構築及び取組の推進を支援する。  

（２）モデル市での取組を参考に、他市におけるネットワーク構築に向けた要点を整理した冊子を作
成し、併せて保健所ホームページをリニューアルすることで情報発信を強化する。 

（３）圏域のネットワーク会議で２年間の取組成果の共有、意見交換を行うとともに、冊子等の活用
促進を図る。 

  

４４  全全体体ススケケジジュューールル  
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